
Shari Town
Assembly議会だより斜 里 町

No.189　令和２年・2020年11月1日

コロナの影響は！

町の産業３本柱の
これからは？

７月臨時会議　７月臨時会議　７／３０７／３０

９月定例会議　９月定例会議　９／８・２３～２５９／８・２３～２５

コロナ対策交付金斜里町への配分額コロナ対策交付金斜里町への配分額

３３億億５,１９１５,１９１万円万円
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主 な 質 疑 内 容主 な 質 疑 内 容

申
告
な
ど
で

公
正
に
判
断

し
ま
す
。

◦
知
床
観
光

ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
対
策

一
般
商
店
な

ど
も
対
象
で

す
か
？

久
野
議
員

観
光
　
観
光

土
産
店
、
観

光
宿
泊
施
設

を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

◦
ク
ー
ル
チ

ョ
イ
ス
普
及

◦
６
月
定
例
会
議
で
実
施
の
決
ま 

っ
た
プ
ラ
イ
ム
ク
ー
ポ
ン
の
利
用

期
限
を
延
長
し
て
は
？

今
井
議
員

観
光
　
金
券
同
様
の
ク
ー
ポ
ン
の

利
用
期
間
は
発
行
か
ら
6
カ
月
間

と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◦
入
浴
回
数
券
は
な
ぜ
使
え
な
い

の
で
す
か
？　
　
　
　

今
井
議
員

観
光
　
金
券
で
金
券
を
購
入
に
な

る
た
め
に
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

◦
特
別
定
額
給
付
金
支
給
率
は
？

久
野
議
員

民
生
　
５
５
８
６
世
帯
中
５
５
３

７
世
帯
に
給
付
済
み
で
す
。
残
り

世
帯
へ
は
勧
奨
し
ま
す
。

◦
特
定
事
業
者
緊
急
経
営
支
援

◦
対
象
条
件
を
広
げ
て
は
？

宮
内
・
若
木
議
員

観
光
　
今
回
の
事
業
は
、
よ
り
困

っ
て
い
る
、
そ
し
て
今
後
も
事
業

営
業
継
続
の
た
め
の
事
業
と
し
て

い
ま
す
。

◦
該
当
者
の
決
定
は
公
正
に
行
わ

れ
ま
す
か
？　
　
　
　

久
野
議
員

観
光
　
決
定
は
町
が
実
施
、
確
定

７月30日・補正予算で取り組む事業７月30日・補正予算で取り組む事業
コロナ感染対策事業関係 ３月定例会議終了後から町はコロナ感染対策事

業を実施してきました。

国の●１次補正配分額　　　８,９８２万円
　　●２次補正配分額　２億６,２０８万円
　　　　　　合計　　　３億５,１９１万円

コロナ感染対策事業以外の補正予算

「民生」
・コミュニティセンター整備助成	 1,500万円
・地域集会所整備助成	 500万円
　（朝日第三自治会館・（町有地）に建設）
「総務」
・クールチョイス普及啓発事業	 501万円
「病院事業会計」
・国保病院空調・換気対策	 1,350万円
　（1,000万円の寄附によりエアコン設置）
そのほか、コロナ感染の影響で中止となった事
業などの更正がありました。

・避難所感染防止対策	 314万円
・その他感染防止に関わる事業など
・特定事業者緊急経営支援給付金	
	 2,990万円
・知床観光ウィズコロナ対策支援	
	 2,800万円
・誘客促進クーポン発行	 2,060万円
・地域公共交通支援	 362万円
・市街地巡回バス平日以外運行	 52万円
・学校トイレ洋式化	 1,167万円
・児童生徒1人1台端末整備	 2,989万円
・ゆめホール知床換気対策強化	
	 1,327万円

他にこれまでのコロナ対策事業費の精算・
更正が多数ありました。

７月臨時会議一般会計補正（第３回）　108億8,730万円

啓
発　

事
業
期
間
と
実
施
内
容

は
？
ゴ
ミ
問
題
に
も
広
げ
ら
れ
ま

せ
ん
か
？　
　
　
　
　

櫻
井
議
員

総
務
　
事
業
は
令
和
２
年
度
ま
で
、

教
育
分
野
で
実
施
と
、
ポ
ス
タ
ー

な
ど
の
掲
示
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
は
地
域
課

題
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

◦
地
域
集
会
場
整
備　

発
電
機
の

設
置
は
、
こ
の
助
成
事
業
の
中
で

で
き
ま
す
か
？　
　
　

若
木
議
員

総
務
　
助
成
金
要
綱
に
基
づ
い
て
、 

ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
の
設
置
と
な

り
ま
す
。

◦
国
保
病
院
空
調
・
換
気
対
策

　

病
室
に
設
置
す
る
エ
ア
コ
ン
で

す
が
、
病
室
全
部
で
は
な
い
の
で

す
か
？
い
つ
頃
に
設
置
さ
れ
る
予

定
で
す
か
？　

若
木
・
櫻
井
議
員

病
院
　
17
台
の
設
置
予
定
で
す
。

９
月
中
に
は
設
置
す
る
予
定
で
す
。

町内消費・利用喚起にさまざまな
取り組みが実施されています。
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９月24日・補正予算９月24日・補正予算
斜里町が行う主なコロナ対策事業 コロナ関係の９月補正予算では、これまで取り

組んできたコロナ対策事業の精算や不用額など
の整理も行われました。新たな事業費も組み込
まれ、交付金充当予定額は３億５,３６８万円
となりました。

３月定例会議・５月招集会議・６月定例会議・
７月臨時会議での事業の精算、更正も行われま
した。
各コロナ事業に対しての質疑が各議員より行わ
れました。

○女満別空港整備・利用促進協議会
オホーツク圏域の経済及び観光産業の活
性化を図る　　　　　　　　２７２万円
○高度無線環境整備促進事業	
　民設民営方式による情報通信基盤の整備
　　　　　総事業費　５億８,６５７万円	
　　　　（内補正額）３億３,３８３万円
○庁内デジタル化推進事業
エリア全体のデジタル化の促進と自治体
ネットワークの見直しへの対応

　　　　　　　４,５７４万円
○庁舎等の感染拡大防止資材の購入等
庁舎内テレワーク継続通信費　３３万円

◦
慰
労
金
給
付
事
業　

介
護
、
医

療
従
事
者
へ
の
コ
ロ
ナ
慰
労
金
が

非
課
税
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

し
っ
か
り
伝
え
て
い
た
だ
き
た

い
。　
　
　
　
　
　
　

若
木
議
員

民
生
　
支
給
時
に
こ
れ
ま
で
の
感

謝
も
含
め
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

◦
プ
ラ
イ
ム
ク
ー
ポ
ン　

事
業
者

へ
の
応
援
事
業
で
す
。
完
売
し
十

分
に
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
、
積

極
的
な
販
売
広
報
に
力
を
入
れ
る

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

若
木
議
員

観
光
　
東
日
本
大
震
災
の
宿
泊

ク
ー
ポ
ン
よ
り
も
ス
タ
ー
ト
時
の

手
応
え
は
よ
く
、
今
後
の
利
用
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

◦
前
回
の
ク
ー
ポ
ン
と
は
利
用
期

間
が
違
い
ま
す
。
延
長
さ
れ
な
い

状
況
で
需
要
は
伸
び
ま
す
か
？

櫻
井
議
員

観
光
　
商
工
会
、
観
光
協
会
と
連

携
し
て
状
況
を
見
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
各
団
体
が
呼
び
か
け
・
広

報
を
行
う
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◦
集
客
対
策
は
、
町
外
に
も
広
げ

る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
？

若
木
議
員

観
光
　
町
外
か
ら
の
集
客
は
国
や

道
の
取
り
組
み
に
期
待
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
回
復
が
見
ら
れ
な
い

時
は
再
検
討
す
る
と
思
い
ま
す
が
、 

現
時
点
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

◦
庁
舎
内
テ
レ
ワ
ー
ク　

現
在
も

継
続
さ
れ
て
ま
す
か
？
ど
ん
な
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？櫻

井
議
員

総
務
　
現
在
、
実
施
は
し
て
い
ま

せ
ん
。
具
体
的
な
業
務
内
容
な
ど

詳
し
く
は
協
議
し
て
い
ま
せ
ん
。

通
信
料
は
契
約
し
て
い
る
部
分
に

な
り
ま
す
。

◦
女
満
別
空
港
利
用
促
進
事
業

　

知
床
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
対
応
を

考
え
る
べ
き
で
は
？
現
状
で
も
十

分
で
は
な
い
中
で
、
取
り
組
む
べ

き
で
は
？　
　

若
木
・
櫻
井
議
員

総
務
・
観
光
　
新
規
就
航
な
ど
が

実
現
す
れ
ば
、検
討
を
考
え
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
に
関
し
て
は
課
題
と
し

て
認
識
し
て
い
ま
す
。
事
業
者
と

意
見
交
換
は
し
ま
す
が
、
そ
の
後

は
事
業
者
の
対
応
に
な
り
ま
す
。

・
「
お
と
ふ
け
割
」
な
ど
の
集
客

プ
ラ
ン
は
、
地
域
全
体
の
集
客
を

意
識
し
た
取
り
組
み
で
す
。
こ
う

し
た
対
応
は
考
え
て
い
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？　

若
木
・
櫻
井
議
員

観
光
　
国
や
道
の
対
応
を
期
待
し

ま
す
。

◦
高
度
無
線
環
境
整
備
推
進
事
業

　

知
床
五
湖
、
岩
尾
別
地
区
な
ど

は
除
外
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
知

床
五
湖
で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の

利
用
、
安
全
管
理
な
ど
、
整
備
が

必
要
と
さ
れ
る
地
域
で
す
。
今
後

の
整
備
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か

？　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
井
議
員

総
務
　
必
要
性
は
理
解
し
て
い
ま

す
が
、町
単
独
で
は
無
理
な
た
め
、

机に手製のコロナ感染対策のシールドが作られました。

主 な 質 疑 内 容主 な 質 疑 内 容

国
な
ど
に

期
待
す
る

し
か
な
い

と
思
っ
て

い
ま
す
。

天井も空いた状態
で、改修工事も佳境
です。３月定例会議
には本会議場へ！

国の取り組み ➡ 町が実施

○新型コロナウイルス感染症対応従事者慰
労金給付事業
医療機関等に勤務し患者と接する医療従
事者や職員に対して慰労金を給付する
１５３人×５万円　総額　７６５万円	
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６
件
の
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、 

関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

◦
道
教
委
「
こ
れ
か
ら
の
高
校
づ
く
り
に

関
す
る
指
針
」
を
抜
本
的
に
見
直
し
す

べ
て
の
子
供
ど
も
に
豊
か
な
学
び
を
保

障
す
る
高
校
教
育
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者
　
山
内
　
浩
彰

◦
種
苗
法
改
正
案
の
慎
重
な
審
議
を
求
め

る
要
望
意
見
書

提
出
者
　
若
木
　
雅
美

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対

し
地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見

書　
　
　
　
　

提
出
者
　
久
野
　
聖
一

◦
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
措
置
の
継
続

を
求
め
る
意
見
書提

出
者
　
久
野
　
聖
一

◦
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
道
路
の
整
備
等

に
関
す
る
意
見
書提

出
者
　
櫻
井
あ
け
み

◦
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

提
出
者
　
小
暮
　
千
秋

９月定例会議　コロナ対応関連以外の補正・議案・質疑

一般会計予算は補正額を追加・９月総額10６億７3５4万円一般会計予算は補正額を追加・９月総額10６億７3５4万円

【
衛
生
】

◦
網
走
厚
生
病
院
脳
神
経
外
科
運
営
支

援
事
業　
　
　
　
　
　

４
０
０
万
円

　
収
支
差
額
で
損
失
の
費
用
負
担
で

す
。
令
和
２
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
、

２
１
８
８
万
円
の
う
ち
、
斜
里
町
分

【
農
業
】

◦
病
害
虫
ま
ん
延
防
止
対
策
支
援
事
業

１
０
９
９
万
円

　
農
業
協
同
組
合
が
行
う
事
業
に
町
が

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
教
育
】

◦
知
床
ウ
ト
ロ
学
校
教
職
員
住
宅
建
設

工
事
費
更
正　
　

△
５
６
０
０
万
円

　
来
年
度
に
繰
り
延
べ
。

【
企
画
】

◦
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

20
万
円

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
委
託
料
。

コ
ロ
ナ
関
連
以
外
の

　
　
　
　
　
　
主
な
補
正

◦
網
走
厚
生
病
院
脳
神
経
外
科
運
営
支
援

　
差
額
損
失
の
改
善
は
見
込
め
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？
現
実
の
利
用
実
数
な
ど
は
ど

の
よ
う
な
状
況
で
し
ょ
う
か
？　
　
　
　

櫻
井
議
員

民
生　

支
援
は
続
く
と
思
い
ま
す
。
実
績

は
、
当
初
予
定
の
ベ
ッ
ド
数
よ
り
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

◦
地
域
医
療
計
画
で
の
網
走
脳
神
経
外
科

　

ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
で
す
か
？

　
　

宮
内
議
員

民
生
　
網
走
脳
神
経
外
科
救
急
の
休
止
か

ら
網
走
厚
生
病
院
で
担
い
、
救
急
は
ウ
ト

ロ
地
域
か
ら
の
搬
送
を
考
え
て
い
ま
す
。

◦
国
保
病
院　

空
調
設
備
は
設
置
さ
れ
た

の
で
し
ょ
う
か
？　
　
　
　
　

櫻
井
議
員

病
院
　
計
画
変
更
な
ど
で
、
設
置
工
事
の

発
注
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

質
疑　
補
正
予
算
・
そ
の
他

■
工
事
請
負
契
約

知
床
自
然
セ
ン
タ
ー
外
構
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　

９
９
５
５
万
円

土
橋
・
丸
七
高
橋
経
常
建
設
共
同
企
業
体

■
財
産
の
取
得

児
童
生
徒
一
人
一
台
端
末
整
備

　
　
　
　
　
　
　

４
４
７
０
万
円

大
丸
株
式
会
社
北
見
出
張
所

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
機
材
整
備

議
　
決
　
議
　
案

■
財
産
の
処
分

学
校
分
収
造
林　

本
数　

１
１
４
４
５
本

売
払
収
入
見
込
み　

１
１
２
８
万
円

　
国
が
実
施
す
る
公
売
に
よ
る

■
設
備
整
備
に
関
す
る
契
約
の
締
結

高
度
無
線
環
境
整
備
推
進
事
業
を
活
用
し

た
光
フ
ァ
イ
バ
等
電
気
通
信
設
備　

　
　
　
　
　
　
　

３
億
３
３
８
４
万
円

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

◦
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
　
　

　
　
佐
藤
　
正
悟
（
再
任
）

◦
教
育
委
員
会
委
員

　
　
　
西
原
　
重
雄
（
再
任
）

　
　
　
門
田
眞
由
美
（
新
任
）

人
事
案
件
（
敬
称
略
）

９
月
８
日

　

令
和
元
年
度
決
算
認
定
は
、
６
月
定
例

会
議
で
設
置
さ
れ
た
特
別
委
員
会
に
付
託

　
斜
里
町
一
般
会
計
、五
つ
の
特
別
会
計
、

二
つ
の
企
業
会
計
の
決
算
お
よ
び
付
属
調

書
な
ど
に
監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
25
日

　

決
算
審
査
調
査
特
別
委
員
会
報
告

　
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
か
ら
水

道
事
業
会
計
ま
で
の
８
件
は
認
定
と
さ
れ

ま
し
た
。

付
帯
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
介
護
現
場
に
人
材
不
足
の
状
況
が
見
ら

れ
た
。
町
民
サ
ー
ビ
ス
や
保
険
料
に
も

影
響
す
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
強
固
な

手
立
て
が
必
要
と
考
え
る
。

・
事
業
執
行
に
あ
た
り
、
金
額
の
大
小
に

か
か
わ
ら
ず
、
予
算
不
足
に
よ
っ
て
計

画
さ
れ
た
町
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

な
い
状
況
と
な
ら
な
い
よ
う
、
予
算
を

効
果
的
に
配
分
し
、
事
業
が
計
画
的
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
求
め
る
。

・
人
件
費
や
扶
助
費
な
ど
、
経
常
経
費
の

増
加
に
伴
い
、
経
常
収
支
比
率
が
上
昇

し
て
い
る
。
こ
の
先
の
中
・
長
期
的
な

財
政
の
弾
力
性
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と

意
　
　
見
　
　
書

決
算
認
定

が
懸
念
さ
れ
る
の
で
、
効
率
的
な
行
財

政
運
営
を
強
く
求
め
る
。

令和元年度
決算審査を実施

しました
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櫻井あけみ議員櫻井あけみ議員

業績悪化の事業者へ町の支援をさらに！

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問 ９月定例会議

め
る
手
法
は
積
極
的
に
広
報

啓
蒙
を
進
め
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
公
費
助

成
に
つ
い
て
は
財
政
ひ
っ
迫

の
中
で
優
先
順
位
を
見
な
が

ら
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

問　

斜
里
町
の
ご
み
処
理
経

費
は
、示
さ
れ
た
資
料
か
ら
、

他
自
治
体
に
比
べ
て
非
常
に

高
額
で
す
。

　

多
額
な
ご
み
処
理
経
費
の

削
減
、
生
ご
み
な
ど
搬
出
の

ス
ト
レ
ス
も
考
え
、
ご
み
処

理
方
法
の
全
体
的
な
見
直
し

に
今
か
ら
取
り
組
む
べ
き
と

思
っ
て
い
ま
す
。
持
続
可
能

で
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
意
識
し
た

町
と
し
て
の
検
討
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、 

町
民
も
そ
れ
を
望
ん
で
い
ま

す
。

町
長
　
斜
里
町
ら
し
い
取
り

組
み
を
意
識
し
な
が
ら
処
理

経
費
削
減
も
視
野
に
入
れ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
観
光
産

業
の
現
状
を
、
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
ま
す
か
？

　

そ
し
て
事
業
者
へ
の
調
査

は
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

町
長
　
大
変
厳
し
い
状
況
で

あ
っ
た
一
方
、
回
復
基
調
が

読
み
取
れ
る
結
果
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
事
業
者
へ
の
調
査
は
４
月
、 

６
月
以
降
は
実
施
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
会
議
な
ど
で
情
報

交
換
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。

問　

３
カ
月
の
上
下
水
道
料

無
償
化
事
業
は
、「
大
変
助

か
っ
た
。あ
り
が
た
か
っ
た
」

と
い
う
声
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
の
検
証
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

対
応
で
あ
り
土
地
は
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。
土
地
の
減
免

対
策
を
、
国
の
減
免
対
策
同

様
に
町
が
独
自
に
行
う
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

コ
ロ
ナ
対
応
の
交
付
金
も

充
当
さ
れ
た
中
、
町
の
対
応

と
し
て
伺
い
ま
す
。

町
長
　
土
地
に
対
す
る
減
免

措
置
に
つ
い
て
は
町
は
実
施

す
る
予
定
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

　
現
在
行
っ
て
い
る
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
策
の
実
施
を
継

続
し
な
が
ら
、
事
業
継
続
の

下
支
え
を
行
っ
て
い
く
考
え

で
す
。

　
今
後
の
コ
ロ
ナ
感
染
状
況

と
経
済
の
回
復
を
総
合
的
に

勘
案
し
な
が
ら
、
適
切
な
対

応
を
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

町
長
　
市
街
地
に
比
べ
、
ウ

ト
ロ
地
区
の
使
用
量
落
ち
込

み
は
予
想
以
上
に
大
き
く
な

っ
た
結
果
で
し
た
。

　
観
光
事
業
へ
の
落
ち
込
み

が
大
き
い
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

問　

観
光
産
業
事
業
者
の
事

業
継
続
を
支
え
な
け
れ
ば
、

今
後
の
町
の
観
光
事
業
は
大

き
く
後
退
し
ま
す
。

　

今
後
も
町
の
支
援
が
必
要

で
す
。
上
下
水
道
料
無
償
化

の
継
続
実
施
は
で
き
ま
せ
ん

か
？

町
長
　
現
段
階
で
、
継
続
な

ど
の
実
施
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

問　

国
が
行
う
令
和
３
年
度

の
固
定
資
産
税
等
の
減
免
は
、 

事
業
用
家
屋
と
償
却
資
産
に

問　

処
理
運
搬
に
多
額
の
経

費
が
か
か
る
生
ご
み
堆
肥
化

処
理
を
、
こ
れ
か
ら
検
討
が

始
ま
る
基
本
計
画
策
定
を
視

野
に
、
焼
却
処
理
の
検
討
を

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
？

町
長
　
堆
肥
化
自
体
は
順
調

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

焼
却
方
式
に
変
更
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。
生
ご
み
の
処
理

方
式
と
し
て
焼
却
も
可
能
で

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

問　

生
ご
み
自
体
の
搬
出
量

を
抑
え
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。
自
家
処
理

で
の
エ
コ
対
応
の
促
進
を
進

め
る
た
め
に
、
処
理
機
な
ど

へ
の
公
費
助
成
を
実
施
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

町
長
　
生
ご
み
の
減
量
化
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
は
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
家
庭
や
事
業
所
で
取
り
組

生
ご
み
処
理
方
法
を

　
考
え
ま
せ
ん
か
？

生ごみに限らず、ゴミを
出さないために、減らす
ためにどうしたら良いの
かを考えるべき！
それが、事業費の削減・
持続可能な取り組みのは
ずです！

観光事業者自ら、StayHomeを訴え
て自粛休業を続けてきた３カ月。
日本中の観光の方々の動きは止まり
ました。
これからの不安を抱えての現在。
先は、不安でいっぱいです！
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問　

新
型
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
は
、 

地
球
環
境
の
破
壊
と
異
常
気

象
、「
核
問
題
」、
格
差
の
拡

大
に
よ
る
貧
困
層
の
増
大
、

多
数
者
の
意
見
が
尊
重
さ
れ
、 

個
人
が
尊
重
さ
れ
る
未
来
社

会
を
実
現
さ
せ
る
自
由
と
民

主
主
義
の
問
題
な
ど
が
変
革

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

と
し
て
、
多
く
の
人
々
の
共

通
認
識
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

 

「
新
自
由
主
義
」
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る
「
自
己
責

任
」「
金
だ
け
、
今
だ
け
、

自
分
だ
け
」
と
い
っ
た
考
え

は
、
福
祉
切
り
捨
て
と
医
療

破
壊
と
し
て
40
年
間
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
こ
の
よ
う
な
福
祉

や
医
療
切
り
捨
て
は
、
安
心

と
希
望
あ
る
未
来
へ
と
つ
な

が
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

こ
で
伺
い
ま
す
。

　

斜
里
町
は
「
斜
里
町
自
治

基
本
条
例
」
に
基
づ
い
て
ま

ち
づ
く
り
の
最
上
位
計
画
と

し
て
総
合
計
画
を
決
め
、
こ

れ
を
指
針
と
し
て
行
政
運
営

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

議
会
の
議
決
を
経
た
第
６

次
斜
里
町
総
合
計
画
の
「
基

本
テ
ー
マ
」
＝
「
幸
せ
を
実

感
で
き
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
」
は
、
総
合
計
画
の
基

本
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
町
長
の
所
見
を

伺
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
２
月
に
示
さ
れ

た
高
齢
者
施
策
の
見
直
し
は
、 

諸
計
画
と
の
不
整
合
が
明
ら

か
で
す
。
見
直
し
の
根
拠
は

何
で
す
か
。

　

 

「
介
護
保
険
低
所
得
者
利

用
負
担
金
の
助
成
の
引
き
下

げ
」「
低
所
得
者
へ
の
訪
問

介
護
利
用
者
減
免
の
引
き
下

げ
」「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
減
免
の
引
き
下
げ
」
な
ど

は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
た
在
宅
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
反
し

ま
す
が
答
弁
を
求
め
ま
す
。

町
長
　 

「
幸
せ
を
実
感
で
き

る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」

は
、
基
本
目
標
の
考
え
方
を

示
し
た
も
の
で
す
。

　 

「
諸
計
画
と
の
不
整
合
」

の
指
摘
は
、
財
政
的
な
裏
付

け
な
ど
に
よ
り
順
応
し
て
対

応
し
て
き
た
も
の
で
、
必
要

な
見
直
し
で
す
。

　 

「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
」

は
近
隣
自
治
体
に
劣
ら
な
い

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
て

充
実
に
反
す
る
と
の
指
摘
は

当
た
り
ま
せ
ん
。
財
政
面
を

捉
え
な
が
ら
信
念
を
も
っ
て

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
を
進
め
ま
す
。

福祉施策の見直しについて
宮内 知英 議員宮内 知英 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問 ９月定例会議

町
長
　
町
内
５
地

区
が
緊
急
防
除
地

区
に
指
定
さ
れ
、

対
抗
植
物
の
作
付

け
な
ど
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
発
生
確
認
地
区

の
拡
大
は
、
国
が

発
生
確
認
の
た
め

検
査
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
情
報
開
示
は
国

シ
ロ
シ
ス
ト
を
克
服
し

持
続
可
能
な
農
業
を

　

人
類
史
の
農
耕
の
歴
史
で

種
苗
は
代
々
引
き
継
が
れ
、

命
を
守
り
、
儲
け
の
対
象
で

な
い
公
益
性
の
高
い
も
の
で

す
。

　

今
日
遺
伝
子
組
み
換
え
な

ど
世
界
の
種
子
の
７
割
が
少

数
の
多
国
籍
企
業
に
独
占
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

種
苗
法
「
改
定
」
で
種
苗

の
独
占
化
が
さ
ら
に
進
む
こ

と
や
自
家
増
殖
を
許
諾
制
と

す
る
な
ど
斜
里
町
農
業
に
お

け
る
種
子
馬
鈴
薯
や
小
麦
種

子
生
産
に
お
け
る
生
産
者
負

担
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
が
？

町
長
　
種
苗
法
の
改
定
に
当

た
っ
て
は
、
生
産
者
が
将
来

に
わ
た
っ
て
安
心
が
確
保
さ

れ
る
よ
う
、
丁
寧
で
慎
重
な

議
論
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

問　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ロ
シ
ス

ト
線
虫
の
蔓
延
は
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
栽
培
に
大
き
な
影
響

を
与
え
か
ね
ま
せ
ん
。
私
は

蔓
延
を
防
止
し
、
斜
里
町
農

業
の
持
続
的
な
発
展
を
期
す

る
観
点
か
ら
質
問
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
に
網
走
市
で
最

初
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ロ
シ
ス

ト
線
虫
の
発
生
が
確
認
さ
れ

て
以
降
の
対
策
と
そ
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
８
月
に
町
内
１

地
区
で
発
生
が
確
認
さ
れ
、

令
和
２
年
４
月
１
日
の
発
表

で
は
５
地
区
へ
と
拡
大
し
ま

し
た
が
蔓
延
防
止
の
観
点
か

ら
の
情
報
の
開
示
と
蔓
延
防

止
に
対
す
る
所
見
を
伺
い
ま

す
。

日
本
・
斜
里
町
農
業
の

育
苗
生
産
を
守
ろ
う

問　

農
業
競
争
力
支
援
法
で

種
苗
の
知
見
を
民
間
企
業
に

提
供
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
、
種
子
法
の
廃
止
で
種

子
生
産
の
公
的
保
証
が
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

北
海
道
農
業
の
発
展
は
官

民
一
体
の
品
種
改
良
、
種
苗

の
安
定
生
産
の
努
力
が
大
き

く
、
種
子
法
、
種
苗
法
は
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。

　

種
苗
の
海
外
流
出
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
国
も
海
外
で
の

品
種
登
録
を
進
め
る
こ
と
が

最
も
重
要
と
し
て
き
ま
し
た
。

安心安全な国産野菜

国産資源の活用で強い経済を

が
主
体
と
な
っ
て
行
い
ま
す
。

　
関
係
機
関
と
連
携
し
、
必

要
な
情
報
開
示
と
蔓
延
防
止

の
強
化
に
当
た
り
ま
す
。
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問　

町
民
は
す
で
に
、
資
源

ご
み
な
ど
17
品
目
の
分
別
を

実
践
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
を
さ
ら
に
進

め
る
た
め
に
、
町
民
に
対
し

て
、
こ
れ
ま
で
何
を
求
め
、

こ
れ
か
ら
何
を
求
め
て
い
き

ま
す
か
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
、
日
常
生

活
の
中
で
い
わ
ゆ
る
３
Ｒ

（
減
ら
す
・
再
利
用
・
再
資

源
化
）
の
徹
底
を
お
願
い
し

て
参
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、 

さ
ら
に
分
別
の
品
目
を
増
や

す
こ
と
は
、
高
齢
化
が
進
む

世
帯
が
多
い
現
状
で
は
、
慎

重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
国
に
お
け
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
回
収
シ

ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
た
際
に

は
、
導
入
を
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ペットボトルや空きビン、空き缶の
回収方法を見直ししては？

若木 雅美 議員若木 雅美 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問 ９月定例会議

再
質
問　

再
利
用
や
再
資
源

化
す
る
も
の
も
「
減
ら
す
」

と
捉
え
て
い
ま
す
か
。

町
長
　
当
然
そ
う
し
た
も
の

も
、「
出
さ
な
い
」
と
い
う

考
え
で
す
。

再
質
問　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

使
用
抑
制
を
図
る
た
め
に
、

マ
イ
ボ
ト
ル
使
用
の
推
奨
を

行
う
こ
と
が
必
要
で
は
？

町
長
　
色
々
な
機
会
を
通
じ

て
、
働
き
か
け
し
て
い
く
こ

と
は
、
大
事
な
事
だ
と
考
え

ま
す
。

再
質
問　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

カ
ン
、
ビ
ン
の
収
集
は
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
専
用
か

ご
を
設
置
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

家
庭
か
ら
排
出
す
る
時
に

「
袋
」
を
必
要
と
し
な
い
方

法
で
実
施
し
、
ご
み
の
減
量

に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

この袋は減らす必要ない？

町
長
　
収
集
で
使

用
さ
れ
た
袋
は
、

資
源
物
と
し
て
処

理
を
行
っ
て
お

り
、
ご
み
が
増
加

す
る
と
い
う
認
識

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
行
で
の
対
応

で
問
題
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

全
　
員

協
議
会

町
政
全
般
に
か
か
わ
る
事
項
や
、
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
な

ど
を
協
議
す
る
た
め
、
全
議
員
で
行
う
会
議
で
す
。 

町
政
に
関

す
る
重
要
な
事
件
や
町
議
会
内
部
の
事
項
に
つ
い
て
報
告
・
協
議

す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
開
か
れ
ま
す
。

1．斜里町財政健全化アクションプラン
　新型コロナウイルスは、町の財政にも大きな影響を与え、令和３年度には
一段と厳しい状況になります。第６次行政改革実施計画の中、財政健全化を
目的にアクションプランを作成しました。
①病院事業会計　令和２年度に６億円を上回る繰入金が必要であり、そのた

め5．5億円の繰出しに加え、今年度中に２億円を財政調整基金から繰入、
10年間の貸付金とし、６年目以降５年間で返済を求めることとしています。

②下水道会計への繰出金も3．2億円となっており、令和４年度以降20％の利
用料金の値上げを前提として試算されています。

③自主財源となる「ふるさと納税」「宿泊税」については、投資事業の財源として一定額を充当した形で
計画に含めました。（宿泊税導入実施は令和４年度予定）

２．企業版・プロジェクト型ふるさと納税
　庁内検討プロジェクトチームの再設置後より検討
を経て「斜里町ふるさと納税応援寄附条例」を制定
し、実施して行くことになりました。 
　企業版、プロジェクト型の取り組みが順次開始さ
れます。返礼品取り扱いのふるさと納税は、既存の
大手ふるさと納税サイト事業者に委託。 
　取り扱い返礼品については（一社）知床しゃりが
業務を担う形でスタートします。

３．斜里町第８期高齢者保健福祉計画・
　　介護保険事業計画
　３項目の基本目標を定め、６項目の重点事項を設
定して、計画策定を行っています。 
　介護施設の受け入れ休止などの現状解決を含めた
「高齢者施策の見直し」・施設利用状況などについ
ては12月までに検討することとなっています。第８
期計画は令和３年４月から３年間の計画となります。
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政　策　会　議 決算審査調査特別委員会

　この連絡会議は、３町議会間の親睦、連携を維持
し、広域行政に関する課題や情報交換、調査研究を
進めること。そして３町が総合的に発展することを
目的として、令和２年より新たにスタートした会議
です。

　清里町田中議長の司会進行により、３町から共通
する課題を出し合い、その内容について活発な意見
交換や議論、情報共有などが行われました。　
　◦選挙公営の改定
　◦３町でのコロナ対策と特別交付金の活用
　◦敬老会などのあり方

斜里町議会からの
　　　　　出席者
◦金盛議長
◦須田副議長
◦久野総務文教常任委員会委員長
◦櫻井産業厚生常任委員会副委員長
　（宮内委員長欠席のため）

コロナ対策では、
各町の取り組みなど
について多くの質問

や意見がありま
した。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

町
内
所
管
調
査　

９
月
30
日

① しれとこ100㎡運動地
　原生林への施業計画に基づき、密集し成長したアカエゾマツを中心に
間伐が行われ、1,300本余り堆積されていました。今後は森の憲法「持
ち出さない」を原則に区域内での有効利用を検討します。

② 知床自然センター外構改修工事
　令和元年度に続き駐車場や正面入口の仕上げ改修工事が計画されてい
て利用客の利便性を図ります。

③ 越川地区のエコクリーンセンター
　長年の課題である大量保管されていた粉状有価物の処理が進み、令和
３年度には少量となる見込みです。最終処分場も水の滞留は見られず埋
め立て計画の約60％となっています。

④ 斜里高等学校
　入学者の状況や地元中学からの将来見込み等の厳しい状況が報告さ
れ、生徒確保に向けた取り組みや外部講師を活用した特色あるゼミの紹
介もありました。また、本町出身の片山コーディネーターからは本校で
1年間過ごす「高校生対流促進事業」のオンライン募集状況と受け入れ
体制の協力依頼がありました。 

斜里郡３町議会連絡会議 （清里・斜里・小清水）10月２日清里町で開催

＊政策会議とは、政策立案を目標に具体的な調査・
研究を通して町政に対する政策提言や議会内部の事
項について全議員で構成され協議をする会議です。
必要に応じて開催されます。

第２回　７月22日
◦政策会議運営のルールについて

６月定例会議で設置された特別委員会は、第２回・
第３回の委員会を経て
◦第４回　８月2８日　事業評価の提出
◦９月１日から９月４日までの４日間で各会計の予

備調査を実施しました。
◦９月定例会議の初日（９月８日）に令和元年度決

算認定が付託され、慎重審議のもと審査を実施し
ました。

◦第１０回　９月2３日　審査結果を「認定」と決定
◦９月定例会議の最終日（９月２５日）に審査結果報

告を行い「認定」としました。
◦第１１回　９月2５日　政策形成サイクルの反映につ

いて、引き続き調査を継続します。

第３回　９月2５日
◦選挙公営の改正について　情報共有
◦男女一人二票制の意見書について（協議継続）
◦議長立候補制について（繰り延べ）
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委員会活動
斜里町議会では、常設の四つの委員会のほか、特定の事件を審査するための特別委員会を
設置し、各々の役割を持って活動しています。委員会では、どのようなことを行っている
のか、その様子や内容をお伝えします。

総務文教常任委員会・産業厚生常任委員会
議 会 運 営 委 員 会・議会広報常任委員会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

◦第３回　９月１6日

◦９月定例会議案件について説明と質疑
　新型コロナウイルス感染症対応事業
　第６次斜里町行政改革実施計画
　アクションプランなど

◦町内所管事務調査（９月３０日）の事前説明 
　環境課　教育委員会から

◦道外所管事務調査・日程と調査地の調整

◦提言した公設民営塾、政策会議にかける
ための対応

◦北海道町村議会議長会からの意見書につ
　いての対応など

◦７月臨時会議、９月定例会議の議事日程
の協議をはじめ、本会議における新型コ
ロナウイルス対応として、引き続き「提
案内容の読み上げ減量化」や「一部読み
上げを省略し書面配布」等の対応をとり
ました。

◦「議会人事の立候補制」等について協議・
検討してきました。 「議会人事の立候補
制」は「議会の見える化」の一つとして
協議・検討しているものです。

◦９月定例会議もこれまでと同様に新型コ
ロナウイルス対応として、別室に設置し
たモニターにて傍聴していただく形をと
りました。ご協力いただきありがとうご
ざいました。

◦第５回　７月１4日
◦令和元年度　委員会活動総括
◦ふるさと納税調査方法について協議

◦第６回　８月１３日
◦ふるさと納税調査　行政から進捗説明

◦第７回　９月8日
◦要望書などについての取り扱い

◦第８回　９月１５日
◦９月定例会議案件について説明と質疑

◦第９回　９月24日
◦町営温泉入浴施設の再開について調査
◦返礼品付ふるさと納税の早期推進調査
◦ふるさと納税調査報告の提出

◦定例会議の内容でレイアウトを考えます。

◦一般質問の人数によってページ数が決ま
ります。（今回は３名、年間のページ数
は決まっています）

◦そこから、委員全員で原稿を手分けして
担当執筆。

◦全体の配置やレイアウトが出来上がった
後、タブレット端末でそれぞれチェック。

◦最終編集会議（10月15日）で再確認。

◦印刷入稿するまで作業が続きます。

印刷されてみなさんのお手元に届けられ
てホッとする委員会です。

　どうぞ、ご感想をお寄せください。

～ 広報ができるまで ～
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初
め
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
見
ま
し
た

＊
＊
＊
＊  

ま
ち
の
声

ま
ち
の
声  

＊
＊
＊
＊

　
議
会
だ
よ
り
は
こ
れ
ま
で

読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

広
報
と
一
緒
に
届
く
の
で
す
ね
。

　
新
聞
を
定
期
購
読
し
て
い

な
い
た
め
、
い
つ
定
例
会
議

が
あ
る
の
か
、
一
般
質
問
の

内
容
な
ど
も
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
発
信
し
て

く
れ
た
方
が
情
報
を
受
け
取

り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
初
め
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
中
継
を
見
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
水
道
料
金

の
助
成
な
ど
身
近
な
テ
ー
マ

で
、
他
人
事
で
は
な
い
と
感

高 山 繭 香 さん

光陽町在住　
標津町より結婚のため
斜里町へ。２歳男児を
育てる20代の若きママ。

議
会
を
傍
聴
し
た
こ
と

　
　
　

は
あ
り
ま
す
か
？

仕
事
を
し
て
い
て

　
　
　

感
じ
る
こ
と
は
？

令和元年度に調査設計が行われ、令和２年度から歩道などの拡
張工事が始まりました。完成までには、まだ工事が続きますが、
安全な歩道確保になり、道路段差も解消されます。

平成25年 3 月　ウトロ 環状道路の改良を
平成27年 6 月　ウトロ 香川道路通学路の安全対策を

　
町
を
良
く
す
る
た
め
に
議

論
を
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
。

　
男
性
が
多
い
イ
メ
ー
ジ
で

す
。

　
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん

を
対
象
と
し
た
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
勤
め
て
い
ま
す
。

　
教
育
や
障
が
い
、
福
祉
は

周
囲
の
理
解
も
大
切
で
す
。

　
情
報
発
信
に
努
め
な
が
ら
、 

地
域
に
溶
け
込
め
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
斜
里
町
の
福

祉
施
策
の
充
実
を
望
ん
で
い

ま
す
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
な
ど
、
子
育
て

支
援
が
充
実
し
て
い
て
驚
い

て
い
ま
す
。

　
フ
ァ
ミ
サ
ポ
も
そ
う
で
す

が
、
公
園
も
た
く
さ
ん
あ
る

の
に
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い

な
い
の
で
は
？
も
っ
た
い
な

い
で
す
ね
。

追跡!あの質問・その後は？あの質問・その後は？ 一般質問・答弁の「検討します」は
その後どうなったのでしょう？

◦ホームページでは、議会インターネ
ット中継、録画配信・会議録、広報
も見ることができます。

http://www.town.shari.hokkaido.jp/50gikai/

Facebook

ホームページ

◦Facebookで議会の情報を発信中!

議
会
広
報
は
ど
う
で
す
か

じ
ま
し
た
。

　
議
員
さ
ん
の
思
い
や
町
民

の
意
見
が
あ
る
か
ら
い
い
町

が
で
き
る
ん
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。

　
町
を
知
る
良
い
機
会
で
す

の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
に
見

て
も
ら
え
る
と
い
い
で
す
ね
。

　
機
会
が
あ
れ
ば
傍
聴
に
も

行
っ
て
み
た
い
で
す
！

議
会
へ
の
イ
メ
ー
ジ
は

斜
里
町
に
移
住
し
て

　
　

み
て
ど
う
で
す
か
？

　
親
身
に
接
し
て
く
れ
、
親

切
な
人
が
多
い
印
象
で
す
。

ウトロ環状道路（香川道路）は、地形から、そ
の勾配はとても急で、十分な広さを確保できな
い状況が続いてきました。冬季は車道を歩く事
もありました。
観光客も多く利用し、通学道路でもあるために、
その安全対策は地域からも求められてきました。

電柱も移設
幅も広く

なっています

斜里町議会の斜里町議会の
FacebookFacebook

町のみなさんフォローを
よろしく

お願いします！

平成27年平成27年
６月現在６月現在

令和２年令和２年
10月現在10月現在


